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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２５年７月１８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２５年１月６日（日） ０９時４０分ごろ 

発生場所 鹿児島県志布志
し ぶ し

市枇榔
び ろ う

島南方沖 

  志布志市所在の志布志港南防波堤灯台から真方位１５８°６,８５

０ｍ付近 

（概位 北緯３１°２３.５′ 東経１３１°０７.１′） 

事故調査の経過 平成２５年１月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ  漁船  利勝
としかつ

丸、８.９８トン 

     ＫＧ２－２６３８（漁船登録番号）、個人所有 

     １３.４５ｍ（Lr）×３.１０ｍ×０.９６ｍ、ＦＲＰ 

     ディーゼル機関、１１０kＷ（動力漁船登録票による）、昭和５

４年１２月１１日 

Ｂ  遊漁船  松揚
まつよう

丸、４.６トン 

      ２９５－４２６２６鹿児島、個人所有 

      ９.４０ｍ（Lr）×２.４７ｍ×０.８０ｍ、ＦＲＰ 

      ディーゼル機関、５５.１５kＷ、昭和５９年４月 

 乗組員等に関する情報 Ａ  船長Ａ 男性 ５４歳 

     一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

        免許登録 日  昭和５５年５月８日 

        免許証交付日  平成２４年４月１０日 

                      （平成３０年３月２４日まで有効） 

Ｂ  船長Ｂ 男性 ６４歳 

     二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

        免許登録 日  昭和５９年１２月２７日 

        免許証交付日  平成２１年６月２６日 

                      （平成２７年１月２５日まで有効） 

 死傷者等 Ａ  なし 

Ｂ  なし 

 損傷 Ａ  左舷船首部の錨台を折損 

Ｂ  船首槍出部を折損、同部ハンドレールが脱落 
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 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、年が明けて最初の出漁日であっ

たことから、船長Ａが、枇榔島の西方沖数百ｍ付近で停船し、海中に

お神酒を捧げながら、島内の山腹にある神社の方を向いて祈願を行う

などの神事を行った。 

船長Ａは、神事を終えたのち、漁場のある南方に向けて航行を再開

した際、枇榔島の南南西方沖１海里（Ｍ）付近に遊漁船を認めたが、

そのほかには航行の妨げとなる船舶は存在しないと思い、遊漁船を僅

かに右舷側に見て通過する針路として自動操舵で航行し、後部甲板に

移動して漁網の補修作業を開始した。 

船長Ａは、操舵室を無人として後部甲板の右舷船尾部に腰を掛け、

操舵室によって船首方の見通しが遮られた状態で漁網の補修作業を行

いながら、約７ノットの速力で南南東進中、定針時に確認していた遊

漁船を右舷側に見て通過した数分後、平成２５年１月６日０９時４０

分ごろ、突然発生した音及び衝撃により、Ｂ船と衝突したことを知っ

た。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、釣り客１人を乗せ、枇榔島の南

方２Ｍ付近の釣り場において、重さ約２３kg の鋼製錨を船首から海中

に投入して錨索を約６０～７０ｍ伸出し、機関を止め、錨泊中を示す

黒球を掲げて船首が西方を向いた状態で錨泊を開始した。 

船長Ｂは、釣り客に後部甲板の左舷船尾付近で釣りを行わせ、自ら

は後部甲板の右舷側に立ち、釣り客の様子を見ながら、周囲の見張り

を行っていたところ、Ｂ船の右舷方５００ｍ付近からＢ船に向かって

航行して来るＡ船を認めたが、本事故発生当日は、志布志市志布志漁

港を出て沖に向かう漁船の多くがＢ船の錨泊地点付近に向けて航行

し、Ｂ船の数十ｍ手前で針路を東方へと転じてＢ船の船尾方を通過し

て行く様子を見ていたので、Ａ船もやがてＢ船を避けて通過するもの

と思っていた。 

船長Ｂは、その後もＢ船に向けて接近して来るＡ船を見ていたとこ

ろ、約３０ｍの距離まで接近した所でＡ船の針路に変化がないことに

不安を感じ、Ａ船に対して両手を振りながら、大声を出したが、更に

接近し、衝突は避けられないと思い、釣り客と共に甲板上に身を伏せ

た直後、Ａ船の左舷船首部とＢ船の右舷船首部とが衝突した。 

船長Ａ及び船長Ｂは、負傷者が生じていないこと、及び船体の損傷

が航行に支障ないことを互いに確認し、それぞれ自力航行して志布志

漁港に帰港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ３、視界 良好 

海象：波高  約１ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項 

 

Ａ船は、レーダーを装備していたが、本事故発生当時は、スタンバ

イ状態であった。 

船長Ａは、本事故発生場所付近が遊漁船の利用する海域であること
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を知っていたが、最近は余り姿を見掛けていなかった上、正月明け

早々から営業する遊漁船は少ないと思い、定針した際、遠方について

は確認を行わなかった。 

船長Ａは、眼鏡を使用しており、矯正視力が０.８～０.９であっ

た。 

Ｂ船は、汽笛を装備しており、操舵室のスイッチで吹鳴することが

可能であったが、船長Ｂは、Ａ船がＢ船を避けて通過するものと思っ

ていたため、汽笛を吹鳴することはなく、Ａ船が接近して衝突の危険

を感じた段階では、後部甲板から操舵室に移動して汽笛を吹鳴する余

裕がなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ  あり、Ｂ  あり 

Ａ  なし、Ｂ  なし 

Ａ  なし、Ｂ  なし 

Ａ船は、枇榔島の西方沖から漁場に向けて航行を開始する際、船長

Ａが、枇榔島の南南西方沖に認めた遊漁船のほかに航行の妨げとなる

船舶は存在しないものと思い込み、同遊漁船を右舷側に見て通過する

南南東に向ける針路として自動操舵で航行し、操舵室を無人として後

部甲板で漁網の補修作業を行い、見張りを行っていなかったことか

ら、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

Ｂ船は、枇榔島の南方沖で錨泊して遊漁中、船長Ｂが、右舷方から

Ｂ船に向けて接近して来るＡ船を認めた際、Ａ船はいずれ針路を変え

てＢ船を避けるものと思っていたところ、その後も針路を変えずに接

近し続けて来るＡ船に不安を感じ、両手を振りながら、声を出してＡ

船に注意喚起を行ったものの、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、枇榔島の南方沖において、Ａ船が自動操舵で南南東進

中、Ｂ船が錨泊して遊漁中、船長Ａが、操舵室を無人として後部甲板

で漁網の補修作業を行い、見張りを行っていなかったため、Ａ船とＢ

船とが衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・航行中は、操船に専念し、常時適切な見張りを行うこと。 

・錨泊中に接近する船舶を認めた際には、早期に汽笛等を使用して

注意喚起を行うこと。 

 

 


